
タランチュラ飼育における人工飼料の導入可

能性と栄養生理学的・行動学的適応に関する

包括的調査報告書 
1. 序論：エキゾチックアニマル飼育における「食」のパラダイム
シフトとタランチュラ飼育の現在地 
1.1 背景：伝統的飼育法の限界と新たな課題 
タランチュラ（オオツチグモ科：Theraphosidae）の飼育は、過去数十年の間に一部の愛好家による
ニッチな趣味から、体系化された飼育理論に基づく洗練されたホビーへと進化を遂げた。この進化の

過程において、飼育技術の核心とも言える「給餌」の方法論は、長らく不変のドグマに支配されてき

た。すなわち、「タランチュラには生きた昆虫（Live Prey）を与えなければならない」という原則である1

。 

野生下のタランチュラは、主に昆虫類、多足類、時には小型の脊椎動物（トカゲ、カエル、小型齧歯

類など）を捕食する日和見的な捕食者である1。飼育下においても、この自然な捕食行動を再現する

ことが、個体の健康維持のみならず、飼育者の精神的な充足感（エンリッチメント）にも繋がると考え

られてきた。そのため、コオロギ（Acheta domesticus, Gryllus bimaculatus）やゴキブリ類（Blaptica 
dubia, Blatta lateralis）の維持管理は、タランチュラ飼育における不可分の一部として受容されてき
たのである5。 

しかしながら、生餌の維持管理には多大なコストとリスクが伴う。生餌の鳴き声による騒音問題、脱

走による家庭内不和、独特の臭気、そして生餌自体の飼育崩壊や共食いなど、飼育者が直面する

ストレスは決して小さくない7。さらに、近年では都市部での住宅事情の変化や、「タランチュラそのも

のには魅力を感じるが、餌となる昆虫（特にゴキブリやコオロギ）には嫌悪感や恐怖感を抱く」という

新たな飼育者層の出現により、生餌に依存しない飼育システムの確立が強く求められるようになっ

た8。 

1.2 人工飼料技術の革新と他分野からの波及 
こうした背景の中、爬虫類・両生類飼育の分野では、劇的な技術革新（イノベーション）が進行してい

る。特にヒョウモントカゲモドキ（レオパードゲッコー）やクレステッドゲッコーといった昆虫食・果実食

の爬虫類において、ゲル状やペースト状の完全栄養食（人工飼料）だけで終生飼育が可能となり、

累代繁殖すら成功する事例が一般化している8。 

キョーリンの「レオパゲル」やRepashy Venturesの「グラブパイ（Grub Pie）」に代表されるこれらの製
品は、昆虫食動物が必要とするタンパク質、脂質、ビタミン、ミネラルを高度にバランス良く配合して

おり、かつ「動かない」という最大の欠点を、物性（食感や匂い）と給餌テクニックで克服している12。こ

の成功は、系統分類学的には遠縁であるものの、「昆虫を捕食する」という生態的地位（ニッチ）を共



有するタランチュラ飼育においても、人工飼料の導入が可能ではないかという仮説を提示することと

なった。 

1.3 本報告書の目的と構成 
本報告書は、タランチュラ飼育における人工飼料の導入可能性について、単なる経験則や逸話的証

拠（Anecdotal evidence）にとどまらず、生理学、栄養学、行動生態学の観点から包括的な分析を行
うことを目的とする。 

具体的には、以下の点について詳述する： 

1.​ 消化生理学的適合性: タランチュラ特有の「体外消化」メカニズムに対し、既存の人工飼料の物
理的特性（水分、粘度、粒子サイズ）が適合するか否か。 

2.​ 栄養学的妥当性: 昆虫食爬虫類用に設計された飼料が、クモ類の成長、脱皮、外骨格形成に
必要な栄養要求を満たすか。 

3.​ 行動学的アプローチ: 視覚よりも振動を頼りに狩りを行うタランチュラに対し、動かない人工飼
料を「獲物」として認識させるための具体的な給餌プロトコル。 

4.​ 経済性とリスク管理: 生餌飼育と比較した場合のコストパフォーマンス、および衛生面（寄生虫、
カビ）のリスク評価。 

本調査では、ユーザーからの具体的なクエリに基づき、現在市場で入手可能な主要製品（レオパゲ

ル、グラブパイ、マズリ等）の詳細なスペック比較を行い、タランチュラ飼育の新たなスタンダードとし

ての人工飼料のポテンシャルを徹底的に検証する。 

2. タランチュラの消化生理学：人工飼料導入における物理的
制約 
人工飼料がタランチュラにとって適切な餌となり得るかを判断するためには、まず彼らが食物をどの

ように摂取し、消化吸収しているのかという生物学的メカニズムを深く理解する必要がある。脊椎動

物のように「噛んで飲み込む」ことができない彼らの摂食スタイルこそが、人工飼料導入における最

大のハードルであり、同時に製品選定の決定的な基準となるからである。 

2.1 鋏角類特有の摂食機構：体外消化（Extra-oral Digestion） 
タランチュラを含むクモ形類（Arachnida）の最大の特徴は、固形物を体内に取り込むことができない
点にある。彼らの食道は非常に細く、また口器には獲物を咀嚼（mastication）して細かく粉砕する機
能が存在しない。その代わりに、彼らは高度に特化した「体外消化システム」を進化させてきた9。 

このプロセスは以下の段階で進行する： 

1.​ 捕獲と不動化: タランチュラは強靭な鋏角（Chelicerae）を用いて獲物を物理的に拘束し、先端
の牙（Fang）を突き刺して毒液を注入する。この毒液には神経毒成分に加え、組織を分解する
ための強力な消化酵素が含まれている2。 



2.​ 酵素注入と液状化: 獲物の体内に注入された消化酵素は、内部の筋肉、内臓、結合組織を化
学的に分解し、スープ状の懸濁液（Chyme：糜粥）へと変化させる。この段階で、獲物は「個体」
としての構造を失い、皮（外骨格）の中に満たされた「栄養ドリンク」のような状態となる9。 

3.​ 濾過摂食（Filtration）: タランチュラの口の前には、微細な毛が密集した「口前列（Oral fringe
）」および咽頭板（Pharyngeal plate）と呼ばれる濾過装置が存在する。液状化した獲物を吸引
する際、消化しきれなかった外骨格の破片や硬い固形物はここで物理的にブロックされ、体内

への侵入が阻止される14。 
4.​ 吸引胃（Sucking Stomach）による摂取: 頭胸部の背面に位置する強力な筋肉質のポンプ、す
なわち「吸引胃」が収縮・弛緩を繰り返すことで、濾過された液状の栄養分のみが食道を通って

中腸へと送り込まれる14。 

2.2 人工飼料に求められる物理的特性（レオロジー的視点） 
この極めて特異な摂食メカニズムは、タランチュラに与える人工飼料に対して、脊椎動物用の餌とは

全く異なる物理的特性（レオロジー）を要求する。 

2.2.1 「水分」の絶対的必要性 

乾燥した固形物（ドライペレット、乾燥昆虫など）は、タランチュラにとって「餌」として機能しない可能

性が極めて高い。 

●​ 酵素の拡散: 消化酵素が作用するためには水系媒体が必要である。乾燥した物体に酵素を注
入しても浸透せず、分解反応が進まない。 

●​ 吸引の不可能性: たとえ分解できたとしても、水分を含まない物体は液状化せず、吸引胃で吸
い上げることができない9。 

●​ 結論: したがって、タランチュラ用人工飼料は、最初から十分な水分を含んでいるか（ゲル、ペー
スト）、あるいは摂取前に水分を添加してふやかすことが必須条件となる。乾燥コオロギやドラ

イペレットをそのまま与えることは、栄養価以前に物理的に摂取不能であるため、推奨されない
9。 

2.2.2 「粘度」と「保形性」のバランス 

飼料は単に水分を含んでいれば良いわけではない。 

●​ 適度な保形性: タランチュラは鋏角で獲物を保持（抱え込み）する。水のような液体や、あまりに
緩いペーストでは、鋏角で掴むことができず、また床材に染み込んで流出してしまう。ある程度

の弾力と固形性を維持する「ゲル状」が理想的である8。 
●​ 酵素による崩壊性: 一方で、消化酵素が作用した際には速やかに液状化する性質も必要であ
る。植物性繊維（セルロース等）が多く含まれすぎている場合、酵素で分解できず、濾過装置を

目詰まりさせる原因となり得る17。 

2.3 昆虫の外骨格と人工飼料の「皮」問題 
自然界のコオロギやゴキブリは、キチン質の外骨格（皮）に包まれている。タランチュラはこの皮を容

器として利用し、内部で消化を行う。 
一方、人工飼料（ゲル）には「皮」がない。そのため、タランチュラが鋏角で圧力をかけると、ゲルが崩



れて広がり、口の周りや触肢（Pedipalps）を汚染するリスクがある。 
●​ クリーンな捕食への適応: 高品質な人工飼料（レオパゲル等）は、適度な凝集性を持ち、バラバ
ラになりにくい設計がなされている。これにより、タランチュラはゲル団子を鋏角で保持しなが

ら、徐々に溶かして吸い込むことが可能となる8。 

以上の生理学的分析から、タランチュラに適合する人工飼料は「水分を豊富に含み」「適度な弾力を

持つゲル状」であり、「消化酵素により容易に液状化する動物性タンパク質ベースのもの」に限定さ

れるという結論が導き出される。次章では、この条件を満たす具体的な製品の成分分析を行う。 

3. 主要人工飼料製品の成分分析とタランチュラへの適合性評
価 
現在、エキゾチックアニマル市場には多種多様な人工飼料が流通している。これらは主に爬虫類（ト

カゲ、カメ）や小動物（ハリネズミ、フクロモモンガ）向けに開発されたものであるが、その中にはタラン

チュラの生理学的要求に合致し、転用可能なものが存在する。ここでは、主要な製品カテゴリーごと

に詳細な成分分析と適合性評価を行う。 

3.1 ゲル状飼料（Gel Diets）：最適解としての地位 
前章で述べた物理的条件（水分、保形性、消化性）を最も高いレベルで満たすのが、このカテゴリー

である。 

3.1.1 キョーリン「レオパゲル (LeopaGel / Hikari Reptile LeopaGel)」 

日本国内のメーカーであるキョーリンが開発した、ヒョウモントカゲモドキ用の完全栄養食。国内市場

では圧倒的なシェアと信頼性を誇る。 

 

項目 詳細データ 

主原料 ミルワームミール、シルクワームミール（カイコ

蛹粉末） 

形状 半練り状ゲル（レトルトパウチ入り） 

栄養成分 粗タンパク質 10%以上、粗脂肪 1.0%以上（※
水分を含むウェット状態での数値） 

水分量 約80%（推測値：原材料構成と物性より） 



特徴 滅菌レトルト処理、合成保存料不使用、常温

保存可（開封後要冷蔵） 

●​ タランチュラへの適合性分析: 
○​ 成分: 主原料がミルワームとシルクワームであり、タランチュラが自然界で摂取する昆虫タ
ンパク質に極めて近い。特にシルクワームは脂質とタンパク質の質が高く、嗜好性が高い

ことで知られる。 
○​ 物性: 「ぷるぷるした形状」と表現されるその物性は、タランチュラの鋏角による保持に適し
ており、かつ水分含有量が高いため、体外消化の媒体として理想的である。 

○​ 利便性: チューブから絞り出すだけで給餌可能であり、ピンセットで揺らして誘う（Teasing）
際のハンドリング性も優れている。日本の飼育者の間では、タランチュラの拒食明けや幼

体の立ち上げにレオパゲルを使用し、成功した事例が蓄積されつつある8。 

3.1.2 Repashy Superfoods「グラブパイ (Grub Pie)」 

アメリカのRepashy Venturesが開発した、粉末をお湯で溶いてゲル化させるタイプの飼料。世界的
な爬虫類飼育のスタンダードである。 

 

項目 詳細データ 

主原料 アメリカミズアブ幼虫（Black Soldier Fly 
Larvae: BSFL）ミール 75% 

副原料 乾燥海藻、ココナッツミール、亜麻仁、乾燥

ビール酵母、レシチン、乾燥昆布など 

形状 乾燥微粉末（調理後にゲル化） 

栄養成分 粗タンパク質 43%以上、粗脂肪 10%以上、カ
ルシウム 1.4%以上（※ドライベース） 

特徴 調理の手間が必要だが、水分量・硬さを自在

に調整可能。冷凍保存可。 

●​ タランチュラへの適合性分析: 
○​ 成分: 主原料のアメリカミズアブ（フェニックスワーム）は、必須アミノ酸バランスに優れ、か
つカルシウム含有量が豊富な「スーパーフード」として知られる12。タランチュラの成長に必

要な栄養素を網羅している。 
○​ 物性: 飼育者がお湯の量を調整することで、タランチュラの好みやサイズに合わせて「硬め
のゼリー」から「柔らかめのペースト」までテクスチャを制御できる点が最大の強みである。 

○​ 運用: 一度に大量に作ってスティック状に切り分け、冷凍保存しておく運用が可能。多数の



個体を管理するブリーダーやコレクターにとって、経済性と効率性の面でレオパゲルより優

位性がある23。 

3.2 ペレット状飼料（Pelleted Diets）：使用上の注意点 
主に哺乳類や大型爬虫類向けに開発された固形飼料。マズリ（Mazuri）製品が代表的である。 

3.2.1 Mazuri「インセクティボア ダイエット (Insectivore Diet 5MK8/5MM3)」 

動物園や水族館でハリネズミ、フクロモモンガ、トカゲなどの食虫動物用として広く採用されている。 

 

項目 詳細データ 

主原料 家禽副産物ミール、大豆外皮、小麦、鶏肉

ミール 

形状 硬質ペレット（円形・ドライ） 

栄養成分 粗タンパク質 28%以上、粗繊維 11-13%以上、
粗脂肪 11%以上 

添加物 タウリン、魚油（オメガ3脂肪酸源）、ビタミンE
など 

●​ タランチュラへの適合性分析: 
○​ 不適合リスク: そのままの状態では乾燥しすぎており、タランチュラは摂取できない。水でふ
やかして与える必要があるが、ふやけると崩れやすく、鋏角で保持しにくい17。 

○​ 繊維質の問題: 原材料に「大豆外皮」「小麦」「ビートパルプ」などの植物性繊維が多く含ま
れている（粗繊維11%以上）。これは哺乳類の消化管には有益だが、純粋な肉食性であり、
濾過摂食を行うタランチュラにとっては、未消化物が口器のフィルターを詰まらせるリスクが

ある18。 
○​ 結論: コストパフォーマンスは極めて高いが、タランチュラへの常用には物理的・消化生理
的な懸念が残る。使用する場合は十分に吸水させ、かつ食べ残しを徹底的に除去する必

要がある。 

3.3 缶詰昆虫（Canned Insects）：生餌と人工飼料の中間解 
Zoo Med社の「Can O' Crickets」や「Can O' Worms」などの製品。 

●​ 特性: 加熱殺菌された生の昆虫が封入されている。水分や肉質は生餌に近く、タランチュラの嗜
好性は高い。 

●​ 利点: 人工的な配合飼料を拒否する個体でも、これなら食べるケースが多い。また、人工飼料
特有の栄養添加（カルシウム過多など）の懸念が少ない2。 



●​ 欠点: 開封後の保存性が低く（冷蔵でも数日）、一度に使い切れない場合のロスが大きい。 

3.4 比較要約：タランチュラに最適な選択肢は？ 

製品名 適合性 主な理由 推奨される飼育者層 

レオパゲル 最適 (Best) 高い水分量、理想的

な物性、開封即使用

可 

初心者、少数飼育

者、手間を惜しむ層 

グラブパイ 優秀 (Excellent) 優れた栄養バラン

ス、コスト効率、保存

性 

多数飼育者、ブリー

ダー、コスト重視層 

缶詰昆虫 良 (Good) 自然に近い食感と栄

養、嗜好性 
人工飼料を拒否する

個体への代替案 

マズリ 可 (Fair) 低コストだが植物質

が多く、調整が必要 
大規模施設、哺乳類

等との共用が必要な

場合 

乾燥昆虫 不可 (Poor) 水分欠如により摂取

不能 
推奨されない 

次章では、これらの人工飼料が栄養学的観点から見て、コオロギやゴキブリといった伝統的な生餌

と比較してどのような優位性あるいは欠点を持つのかを詳細に検討する。 

4. 栄養生化学的分析：人工飼料は「完全食」となり得るか？ 
タランチュラが生存し、成長し、繁殖するためには、単にカロリーを摂取するだけでは不十分である。

脱皮（Ecdysis）という生理学的に過酷なイベントを乗り越え、強靭な外骨格を形成するための特異的
な栄養要求が存在する。ここでは、人工飼料が生餌と比較して栄養学的に妥当であるかを検証す

る。 

4.1 タンパク質とアミノ酸プロファイル 
タランチュラの筋肉組織および外骨格の主要構成成分はタンパク質である。 

●​ 生餌の不確実性: コオロギやレッドローチの栄養価は、それらが何を食べて育ったか（ガット
ローディングの内容）に完全に依存する。管理の悪い生餌（空腹状態のコオロギ）は、実質的に



「水と殻」でしかなく、栄養価が低い1。 
●​ 人工飼料の安定性: グラブパイやレオパゲルは、製品としてアミノ酸バランスが保証されてい
る。特にアメリカミズアブ（BSFL）は、高品質なタンパク質源として知られ、昆虫食動物に必要な
必須アミノ酸を網羅している12。これにより、飼育者はガットローディングの手間をかけずに、常

に高水準のタンパク質を供給できるメリットがある。 

4.2 脂質と脱皮ホルモン 
節足動物の脱皮には、エクジステロイド（Ecdysteroids）と呼ばれるホルモンが関与する。これらはコ
レステロールなどのステロール類から生合成される。 

●​ 昆虫由来脂質の重要性: タランチュラは自力でステロールを合成する能力が限定的であり、食
事から摂取する必要がある。人工飼料（特にシルクワームやBSFLベースのもの）には、昆虫由
来の良質な脂質が含まれており、脱皮不全のリスクを低減する可能性がある。 

●​ マズリの懸念: 一方、植物性脂質や魚油を主とするマズリなどの飼料が、クモ類の脂質要求に
完全に合致するかは不明確な点も残る17。 

4.3 カルシウムとリンの比率（Ca:P Ratio） 
脊椎動物（トカゲなど）の飼育では、代謝性骨疾患（くる病）を防ぐためにカルシウム：リンの比率を2:1
程度に保つことが絶対的なルールとされている。人工飼料（グラブパイ、レオパゲル）もこの基準に

従ってカルシウムが強化されている13。 

●​ 無脊椎動物への影響: タランチュラは外骨格に炭酸カルシウムを沈着させる甲殻類（カニ、エ
ビ）とは異なり、外骨格の硬化（Sclerotization）は主にタンパク質の架橋結合（クロスリンク）に
よって行われる。そのため、脊椎動物ほど大量のカルシウムを必要としないとされる。 

●​ 過剰摂取リスクの議論: 一部のブリーダーの間では、マウス（脊椎動物）の頻繁な給餌によるカ
ルシウム過多が脱皮不全を招くという説が存在する27。しかし、現時点でグラブパイ等の爬虫類

用人工飼料を使用してタランチュラに明確な健康被害（石灰化など）が生じたという報告はなく、

多くの飼育者が問題なく使用している24。ただし、必要以上のカルシウム添加（ダスティング）は

避けるべきであろう。 

4.4 水分供給源としての役割 
前述の通り、タランチュラは食事から多くの水分を摂取する。 

●​ 生餌: 体重の約60-70%が水分である。 
●​ 人工飼料（ゲル）: 調理時に水分量を調整でき、通常70-80%程度の水分を含ませることができ
る。これは生餌と同等かそれ以上の水分供給能力を持つことを意味する23。 

●​ 注意点: ゲルから水分を摂取できるとはいえ、タランチュラは直接水を飲む行動（Drinking）も行
う14。人工飼料飼育においては、生餌飼育時以上に、新鮮な水を入れたウォーターディッシュの

設置が不可欠である。ゲルだけでは、環境湿度によっては脱水を起こすリスクがある。 

5. 行動生態学的アプローチ：動かない餌をいかに食べさせる



か 
人工飼料導入における最大の技術的障壁は、栄養面ではなく「行動面」にある。タランチュラは本能

的に「動くもの」を獲物として認識する捕食者であり、皿の上に置かれた動かないゲルを即座に「餌」

と認識するわけではない2。 

5.1 感覚受容器と「振動」の重要性 
タランチュラは視力が弱く（一部の樹上棲種を除く）、周囲の状況把握には体表の感覚毛（Setae）、
特に空気の微弱な振動や気流を感知する「聴毛（Trichobothria）」に依存している2。 
したがって、人工飼料を与える際には、「生きているかのような振動」を人工的に作り出すことが不可

欠となる。 
5.2 実践的給餌テクニック（Feeding Protocols） 
5.2.1 バンピング（Teasing / Bumping） 

最も一般的かつ成功率の高い手法である。 

1.​ 準備: レオパゲルやカットしたグラブパイを、長めのピンセットでつまむ。 
2.​ アプローチ: タランチュラの正面、あるいは脚の近くに餌を持っていく。 
3.​ 誘発: 

○​ 振動: 餌を細かく震わせ、床材をトントンと叩くことで、昆虫が歩いているような振動を伝え
る。 

○​ 接触: 反応が鈍い場合、餌で優しくタランチュラの前脚や触肢に触れる。 
○​ 注意: 強く突きすぎると「攻撃」と見なされ、威嚇（Threat posture）されたり、巣穴に逃げ込
まれたりする。あくまで「弱った獲物が不用意に近づいてしまった」状況を演出する繊細さ

が求められる19。 

5.2.2 置き餌（Scavenging）の活用 

タランチュラ、特に幼体（Spiderlings/Slings）は、野生下でも死んだ昆虫などを食べるスカベンジャー
（腐肉食者）としての性質を持っている1。 

●​ 対象: 幼体〜亜成体（Juvenile）。一部の地表棲成体（Grammostola属など）も反応が良い。 
●​ 方法: 夕方（活動開始前）、巣穴の入り口付近に一口サイズのゲルを置いておく。 
●​ 効果: 翌朝確認すると、餌がなくなっていることが多い。ハンドリングによるストレスを与えずに
摂食させることができる優れた方法である。 

●​ 注意: 樹上棲種（Avicularia属など）は、地面に落ちている餌には反応しにくい。彼らの場合、
ウェブ（巣）の高い位置に餌を引っ掛けておくか、ピンセット給餌が必要となる30。 

5.3 生態タイプ別攻略法 
 

生態タイプ 代表種 人工飼料への反応傾向と対

策 



地表棲 (Terrestrial) ローズヘア、レッドニー、チャ

コジャイアント 
反応：良 
 
動きが緩慢で貪欲な種が多

く、置き餌への反応も良好。

ピンセットからの直接給餌

（バンピング）も容易に学習す

る傾向がある。 

樹上棲 (Arboreal) ピンクトゥ、レガリス、グーティ

サファイア 
反応：中〜難 
 
巣の中に引きこもっているこ

とが多く、ピンセットで巣の入

り口まで持っていき、細かく

振動させて誘う必要がある。

視覚への依存度が比較的高

いため、動き（Motion）が鍵と
なる30。 

地中棲 (Fossorial) コバルトブルー、キングバ

ブーン 
反応：特殊 
 
巣穴の入り口で待ち伏せして

いる。入り口付近でピンセット

を使い、地面を叩く振動を与

えると、瞬発的に飛び出して

餌をひったくる（Tackle）。置
き餌も入り口に置けば有効。 

5.4 「食べない」時の判断：拒食（Fasting）との区別 
人工飼料を与えても食べない場合、初心者は「この餌はダメだ」と即断しがちである。しかし、タラン

チュラは生理的に長期間（数週間〜数ヶ月）絶食することが頻繁にある1。 

●​ 脱皮前（Premolt）: 体色が黒ずみ、動きが鈍くなる。この時期は絶対に餌を与えてはならない
（生餌の場合は攻撃されてタランチュラが死ぬリスクがあるが、人工飼料ならそのリスクはない

ものの、ストレスになる）32。 
●​ 満腹: 腹部（Opisthosoma）が十分に膨らんでいる場合、それ以上の摂食は不要である。 
●​ 結論: 腹部が太っているなら、食べなくても焦る必要はない。数日置き餌を試し、ダメなら回収し
て1〜2週間後に再トライする余裕が必要である。 

6. リスク評価と安全性：生餌 vs 人工飼料 
ここでは、人工飼料を使用することによる衛生面、健康面のリスクを、従来の生餌飼育と比較して評



価する。 

6.1 寄生虫と病原体の排除 
●​ 生餌のリスク: 野生採集（Wild-caught）の昆虫はもちろん、ペットショップで購入したコオロギで
あっても、線虫（Nematodes）、ダニ、真菌、あるいは殺虫剤の残留リスクがゼロではない26。こ

れらはタランチュラに致命的な影響を与える可能性がある。 
●​ 人工飼料の安全性: レオパゲルやグラブパイは、原材料の段階で加熱処理されており、製造工
程も管理されている。特にレオパゲルはレトルト殺菌されているため、病原体や寄生虫の持ち

込みリスクは理論上ゼロである8。これは高価なコレクションを守る上で大きなメリットとなる。 

6.2 カビとダニ（Mites）の発生リスク 
人工飼料特有の最大のリスクは「腐敗」である。 

●​ 高湿度環境のジレンマ: タランチュラ（特に熱帯雨林棲種）のケージは高温多湿である。水分豊
富なゲル状飼料は、この環境下ではカビ（Fungi）の温床となりやすく、放置すると数時間から1
日で腐敗が始まる32。 

●​ ダニの誘引: 腐敗した有機物は、土壌性ダニ（Soil mites）やコバエを爆発的に増殖させる。これ
らがタランチュラの気門を塞いだり、ストレスを与えたりする。 

●​ 対策: 「食べ残しは即座に撤去する」。これに尽きる。生餌（コオロギ）なら食べ残しても生きてい
るが、人工飼料は死んだ有機物であることを忘れてはならない。翌朝のメンテナンスは必須で

ある。 

6.3 肥満と成長速度の異常 
人工飼料は栄養密度が高い。これを生餌と同じ感覚で頻繁に与えると、タランチュラが肥満（腹部が

過剰に膨らむ）になるリスクがある。 

●​ 落下事故のリスク: 腹部が重くなりすぎると、壁面から落下した際に腹部が破裂して死亡するリ
スクが高まる29。 

●​ 早熟: 栄養価が高すぎると成長が早まり、オスが早く成熟（Ultimate molt）してしまい、寿命が
短くなる可能性がある（パワーフィーディングの影響）1。 

●​ 対策: 給餌間隔を調整する。成体であれば、人工飼料なら2週間に1回程度でも十分な場合があ
る。腹部の大きさを常にモニタリングし、給餌量をコントロールすることが重要である。 

7. 経済性と管理ロジスティクス 
日本の飼育環境におけるコストパフォーマンスと利便性を分析する。 

7.1 コスト比較（日本市場データに基づく） 
●​ 生餌（コオロギ・レッドローチ）: 

○​ 通販価格：ヨーロッパイエコオロギMサイズ 100匹で約700円〜1,000円＋送料35。単価は



約10円〜20円/匹。 
○​ 維持コスト：生餌用のケース、餌、水、床材、そして死着や共食いによるロス（歩留まりの悪
さ）が発生する。少数のタランチュラしか飼っていない場合、使い切る前にコオロギが寿命

で死ぬため、実質単価は跳ね上がる。 
●​ 人工飼料（レオパゲル・グラブパイ）: 

○​ レオパゲル（60g）：約800円〜1,200円8。冷蔵庫で約1ヶ月保存可能。 
○​ グラブパイ（3oz/85g）：約2,000円〜3,000円。粉末なので冷凍すれば長期保存可能。 

●​ 分析: 
○​ 少数飼育（1〜5匹）: 人工飼料が圧倒的に経済的かつ効率的である。生餌のロスを考える
と、レオパゲル1本で数ヶ月持たせる方が遥かに安い。 

○​ 多数飼育（数十〜百匹以上）: ブリーダーレベルになると、生餌（特に自家繁殖させたゴキ
ブリ類）の方がコストパフォーマンスが良い場合がある。人工飼料を数百匹分用意し、一つ

一つ手で与える手間（Time cost）は膨大になる。 

7.2 「飼育疲れ（Keeper Burnout）」の軽減 
タランチュラ飼育からの離脱理由の多くは、「餌昆虫の管理に疲れた」ことにある7。 

●​ 人工飼料の導入は、餌の世話という「飼育のサブタスク」を完全に排除できる。 
●​ 冷蔵庫からチューブを取り出すだけで給餌が完了する利便性は、飼育の継続性を高め、結果と
してタランチュラの福祉（Welfare）向上に寄与する。 

8. 結論と提言：ハイブリッド飼育のすすめ 
8.1 総合的結論 
本調査により、タランチュラに対する人工飼料（特にゲル状飼料）の使用は、栄養学的・生理学的に

十分に妥当であり、実用的な飼育法として確立可能であると結論付けられる。 
レオパゲルやグラブパイに含まれる昆虫由来成分と水分は、タランチュラの体外消化メカニズムに

適合しており、従来の生餌飼育に伴う多くのリスク（寄生虫、管理コスト、精神的負担）を解決するソ

リューションとなり得る。 
8.2 推奨プロトコル（Best Practices） 
1.​ 幼体期（Slings）の管理革命:​
ピンヘッドコオロギの管理に苦労するよりも、小さくカットしたレオパゲルやグラブパイを置き餌と

して活用することを強く推奨する。これにより、初期死亡率を下げ、成長を安定させることができ

る。 
2.​ ハイブリッド運用の採用:​
人工飼料「のみ」に固執する必要はない。基本は人工飼料で管理しつつ、たまにペットショップ

で少量のコオロギを購入して与える、あるいは冷凍コオロギや缶詰昆虫を併用する「ハイブリッ

ド飼育」が、栄養の多様性とタランチュラの行動エンリッチメント（狩りの刺激）の両面で理想的

である。 
3.​ 観察と調整:​



人工飼料への反応は個体差が大きい。全く食べない個体に対して無理に続けると餓死のリス

クがある。数回試して反応がなければ、潔く生餌（または冷凍餌のバンピング）に切り替える柔

軟性を持つべきである。 

タランチュラ飼育は、もはや「虫を飼うために虫を飼う」趣味ではない。人工飼料という新たなツール

を適切に使いこなすことで、より清潔で、よりスマートな、そしてタランチュラ自身にとっても安全な飼

育環境を構築することが、現代の飼育者（キーパー）に求められる新たなスタンダードとなるだろう。 

引用文献 

1.​ Tarantula Feeding – What, when, and how much to feed | Tom's Big Spiders, 1月 1, 
2026にアクセス、 
https://tomsbigspiders.com/2015/02/02/tarantula-feeding-how-much-to-feed/ 

2.​ Tarantula Feeding Guide: Tips & Diet Essentials - Reptile Super Show, 1月 1, 2026に
アクセス、 
https://reptilesupershow.com/tarantula-feeding-guide-tips-diet-essentials/ 

3.​ タランチュラ飼育についてよく来る質問 - 虫の森, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://xn--u9j241ospt.com/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%
E3%83%A5%E3%83%A9/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3
%83%A5%E3%83%A9%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%8F%E3%81%82%E3%82
%8B%E8%B3%AA%E5%95%8F/ 

4.​ Food & Water - giantspiders.com, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://www.giantspiders.com/captive-care/food-water/ 

5.​ Feeders! - Fear Not Tarantulas, Inc., 1月 1, 2026にアクセス、 
https://fearnottarantulas.com/collections/feeders 

6.​ Tarantula Products & Feeders | Shop at MorphMarket, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://shop.morphmarket.com/collections/tarantulas 

7.​ タランチュラを飼っています - 餌（たべない） - 小説家になろう, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://ncode.syosetu.com/n2966gg/4/ 

8.​ レオパゲル徳用150g キョーリン ひかり 昆虫食爬虫類用 販売 通販, 1月 1, 2026にアク
セス、 https://www.w-monster.com/shop/products/detail/1413 

9.​ Can I feed tarantulas only dried insects? : r/tarantulas - Reddit, 1月 1, 2026にアクセ
ス、 
https://www.reddit.com/r/tarantulas/comments/1h7roy6/can_i_feed_tarantulas_on
ly_dried_insects/ 

10.​レオパゲル＜ヒョウモントカゲモドキ（レオパ）＞｜両生類・爬虫類のエサ - キョーリン, 1
月 1, 2026にアクセス、 https://www.kyorin-net.co.jp/extra/ex12.html 

11.​Hikari Leopa Gel - Swell Reptiles, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://www.reptiles.swelluk.com/hikari-leopa-gel 

12.​Repashy Grub Pie - Rainbow Mealworms, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://www.rainbowmealworms.net/repashy-grub-pie/ 

13.​LEOPA GEL - Hikari info, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://www.hikari.info/herptile/h_01.html 

14.​Should I use water gel or water? : r/tarantulas - Reddit, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/tarantulas/comments/c38soc/should_i_use_water_gel_o

https://tomsbigspiders.com/2015/02/02/tarantula-feeding-how-much-to-feed/
https://reptilesupershow.com/tarantula-feeding-guide-tips-diet-essentials/
https://xn--u9j241ospt.com/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%A9/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%A9%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%8F%E3%81%82%E3%82%8B%E8%B3%AA%E5%95%8F/
https://xn--u9j241ospt.com/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%A9/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%A9%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%8F%E3%81%82%E3%82%8B%E8%B3%AA%E5%95%8F/
https://xn--u9j241ospt.com/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%A9/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%A9%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%8F%E3%81%82%E3%82%8B%E8%B3%AA%E5%95%8F/
https://xn--u9j241ospt.com/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%A9/%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%A9%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%8F%E3%81%82%E3%82%8B%E8%B3%AA%E5%95%8F/
https://www.giantspiders.com/captive-care/food-water/
https://fearnottarantulas.com/collections/feeders
https://shop.morphmarket.com/collections/tarantulas
https://ncode.syosetu.com/n2966gg/4/
https://www.w-monster.com/shop/products/detail/1413
https://www.reddit.com/r/tarantulas/comments/1h7roy6/can_i_feed_tarantulas_only_dried_insects/
https://www.reddit.com/r/tarantulas/comments/1h7roy6/can_i_feed_tarantulas_only_dried_insects/
https://www.kyorin-net.co.jp/extra/ex12.html
https://www.reptiles.swelluk.com/hikari-leopa-gel
https://www.rainbowmealworms.net/repashy-grub-pie/
https://www.hikari.info/herptile/h_01.html
https://www.reddit.com/r/tarantulas/comments/c38soc/should_i_use_water_gel_or_water/


r_water/ 
15.​Pinky's Smithsonian Adventure: Tarantula Feeding with the National Museum of 

Natural History - YouTube, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://www.youtube.com/watch?v=-L5W_qyR0d4 

16.​What can I feed a tarantula that isn't crickets? - Reddit, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/tarantulas/comments/171tz8x/what_can_i_feed_a_tarant
ula_that_isnt_crickets/ 

17.​Mazuri® Insectivore Diets, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://mazuri.com/products/mazuri-insectivore-diets 

18.​Mazuri® Insectivore Diet - Purina Mills, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://pims.purinamills.com/BusinessLink/media/Mazuri/ProductSheet/5MK8-5M
M3-5M2A.pdf?ext=.pdf 

19.​レオパゲル開発秘話「これまでになかった爬虫類飼料を目指して」 - キョーリン, 1月 1, 
2026にアクセス、 https://www.kyorin-net.co.jp/topics/to30.html 

20.​餌について - REPBUDDY, 1月 1, 2026にアクセス、 http://repbuddy.net/?cat=181 
21.​Repashy Grub Pie for Reptiles 3 oz - Insect-Based Meal Replacement, 1月 1, 2026
にアクセス、 https://reptilesupply.com/products/repashy-grub-pie-reptile-3-oz 

22.​Repashy Grub Pie, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://www.shop.repashy.com/products/repashy-grub-pie 

23.​グラブパイ6oz(170g) レパシースーパーフード 昆虫食爬虫類用 販売 通販, 1月 1, 2026
にアクセス、 https://www.w-monster.com/shop/products/detail/1113 

24.​REPASHY GRUB PIE ( レパシー・グラブパイ )使用レビュー その② ..., 1月 1, 2026にアク
セス、 http://repbuddy.net/?p=489 

25.​Mazuri Insectivore Diet Animal Food, 25 Lbs. - CountryMax, 1月 1, 2026にアクセ
ス、 https://www.countrymax.com/mazuri-insectivore-diet-animal-food-25-lbs/ 

26.​Tarantula Care Guide - The Spider Shop, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://thespidershop.co.uk/tarantula-care-guide/ 

27.​How To Feed Tarantulas Frozen Mice - Exotic Feeders, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://www.exoticfeeders.com/how-to-feed-tarantulas-mice.html 

28.​How to Feed a Tarantula: 12 Steps (with Pictures) - wikiHow, 1月 1, 2026にアクセ
ス、 https://www.wikihow.com/Feed-a-Tarantula 

29.​Best Tips for Beginner Tarantula Keepers - Spiders - MorphMarket Reptile 
Community, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://community.morphmarket.com/t/best-tips-for-beginner-tarantula-keepers
/52656 

30.​How do you guys go about feeding your arboreal tarantulas? - Reddit, 1月 1, 2026
にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/tarantulas/comments/rlq50x/how_do_you_guys_go_abo
ut_feeding_your_arboreal/ 

31.​タランチュラの飼育方法【幼体編】 - 奇蟲屋 榊, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://spider-sakaki.square.site/s/stories/tarantula 

32.​【これを読めばバッチリ！】タランチュラ飼育の基礎知識【増補版】 - 奇蟲屋 榊, 1月 1, 
2026にアクセス、 https://spider-sakaki.square.site/s/stories/shiiku2 

33.​Feeding Frozen/Thawed Food vs. Live Prey to Captive Reptiles - Rodent Pro, 1月 1, 
2026にアクセス、 
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https://rodentpro.com/informationcenter/resources/feeding-frozen-vs-live-reptile
s 

34.​Saving food for later. - The B.T.S Tarantula Community Board, 1月 1, 2026にアクセ
ス、 
https://thebts.co.uk/forums/forum/b-t-s-tarantula-community-board/bts-discussi
on-forum/3696-saving-food-for-later 

35.​レオパやフトアゴヒゲトカゲなど、昆虫食の爬虫類にとってコオロギは栄養価の高い主
食です。当店では、健康状態の良いイエコオロギ・フタホシコオロギを厳選し、ペットに最
適な状態でお届けしています。サイズや数量も幅広くご用意しており, 1月 1, 2026にアク
セス、 https://shop.futurenaut.co.jp/?mode=cate&cbid=2962660&csid=0 

36.​活コオロギ | 月夜野ファームの通販, 1月 1, 2026にアクセス、 
https://tsukiyonofarm.jp/c/group-category/fresh-cricket 

37.​キョーリン レオパゲル 60g - 爬虫類・両生類用エサ - 価格.com, 1月 1, 2026にアクセ
ス、 https://kakaku.com/item/S0001014198/ 
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